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第 22 回　稲門建築会 特別功労賞 ( 業績）　　内藤　廣（苗S49）　株式会社内藤廣建築設計事務所  代表取締役、東京大学名誉教授
【功績と推薦理由】

内藤廣氏は吉阪隆正先生の指導で修士課程を修了し、フェルナンド・イゲーラス建築設計事務所、菊竹清訓建築設計事務所に所属した後、自ら

の設計事務所を設立し設計活動を続けている。これまで多数の建築作品を世に出し、日本建築学会賞作品賞、吉田五十八賞、村野藤吾賞を受賞

した。2001 年には東京大学工学部土木工学科（現・社会基盤学科）助教授に就任し、大学院教授、副学長として建築・都市工学・土木分野を

つなぐ新しい発想の教育活動を精力的に行い、大学や学生から高く評価された。この功績により 2011 年には東京大学より名誉教授の称号を授

与された。東日本大震災以降は復興に向けた各種委員会に所属して土木を理解する建築家として意見を述べると共に、市町村のまちづくり策定

支援に積極的に取り組み、国や自治体、被災者の方々から感謝、評価されている。内藤廣氏が建築作品、著書、教育、公的活動など様々な分野

を通じて発信してきたメッセージが社会へ与えた影響は大きく、その功績は早稲田建築が活躍する幅の広さ、奥行の深さを改めて世の中にアピー

ルするものであり、稲門建築会の名を高めると言える。　　　　　　　　　　　　推薦者　齋藤　聰（苗 S51）

■東日本大震災関連委員会など
　国交省都市局　東日本大震災復興都市デザイン検討会　委員
　国交省東北地方整備局　震災復興祈念公園基本構想検討会　委員
　岩手県　津波技術専門委員会　委員　＊

　岩手県　津波伝承まちづくり検討委員会　委員長
　岩手県　高田松原地区震災復興祈念公園構想会議　委員
　岩手県　復興祈念公園基本構想検討委員会　委員
　IPUT（Integrated Platform in the University of Tokyo）　メンバー
　東京大学　東日本震災救援・復興支援室　委員（総長室顧問）
　東京大学　復興デザイン研究体　顧問　＊

　陸前高田市　広田・小友・米崎統合中学校建設評価委員会　委員長
　大槌町　復興戦略会議　委員
　野田村　ひと・まち・しごと創生総合戦略策定委員会　委員
　野田村　城内地区保健センター・防災拠点施設整備に係る技術評価委員
　福島県　ふたば未来学園整備事業プロポーザル審査委員会　審査委員長
　福島県南相馬市　小高区川房地区 ＊　　　　　　　　　　

　帰心の会
■新潟県中越地震関連委員会
　国交省北陸地方整備局　
　中山間地域の災害復興における景観形成検討調査委員会　委員長

【主な公職・社会貢献活動】  ＊は 2019 年現在も継続中。

　東京都景観審議書会　計画部会委員（2006-） ＊

　渋谷駅周辺地区まちづくり調整会議　委員、デザイン調整会議　座長 (2006-） ＊

　新宿駅デザイン検討部会　委員　(2018-） ＊

　名古屋駅周辺トータルデザイン検討会　副座長（2015-) ＊　
　日本学術会議　都市・地域とデザイン分科会　委員長（2017-） ＊

　NPO法人 GSデザイン会議　代表　（2005-) ＊

　財団法人いわさきちひろ記念事業団　理事（2007ｰ12）、評議員（2013-） ＊

　公益財団法人　日本デザイン振興会　評議員（2010ｰ） ＊

　グッドデザイン賞　審査委員（2000 -06）、審査委員長（07－09）、
　グッドデザイン丸の内　ディレクター（2015-） ＊

　公益財団法人　前田記念工学振興財団　理事（2018-） ＊

　公益財団法人　ギャラリーエークワッド　理事（2014-） ＊

　TOTOギャラリー間　運営委員（2009-16）
　新国立競技場　将来構想ワーキンググループ委員（2012）、デザイン競技審査委員（2012-15）
　公益財団法人日本建築家協会　副会長、理事（2001-02）、基本政策諮問会議委員（2013-14）
　東京大学　キャンパス計画室委員（07-11）室長（09-11）、サスティナブルサイトデザイン研究会（2006）
　　　　　　グローバル COE プログラム　拠点リーダー（2006-08）など
　吉阪隆正賞　選考委員会　委員長（2011-） ＊

　一般社団法人ジャパンクリエイティブ　名誉理事 (2011-） ＊

　日本デザインコミッティー　メンバー（2013-） ＊

　Shibuya 1000 実行委員会　実行委員長（2008-） ＊

■その他の委員会・まちづくりなど
　　内閣府 ＊、経産省、国交省関東地方整備局、財務省関東財務局、東京都財務局、苫田ダム、環状 2号線、
　　東京駅丸の内口駅前広場、豊洲埠頭、品川駅、常盤橋、首都高速道路、国立劇場、学士会館 ＊、
　　日向市駅、旭川駅、高知駅、徳山駅、えちぜん鉄道福井駅、富山駅、延岡駅、静岡県東静岡＊、鎌倉市 ＊、各務原市 ＊、
　　加賀市山代温泉、倉敷市、中野区、文京区、横浜市山下埠頭、鳥羽市、桑名市、勝山市、松山市道後温泉など

 【略歴】
1974 年　　  早稲田大学理工学部建築学科　卒業。卒業設計で村野賞受賞。
1976 年　　  早稲田大学大学院理工系研究科建設工学専攻　修士課程修了（吉阪隆正研究室）
1976-78 年　フェルナンド・イゲーラス建築設計事務所（スペイン・マドリッド）
1979-81 年　菊竹清訓建築設計事務所
1981 年　　  内藤廣建築設計事務所　設立
2001 年　　  東京大学大学院工学系研究科土木工学専攻（現・社会基盤学専攻）　助教授
2002-11 年　東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻　教授
2010-11 年　東京大学副学長
2011 年 -　   東京大学名誉教授、東京大学総長室顧問（11-15 年）

【主な受賞歴】
1993 年　芸術選奨文部大臣新人賞、日本建築学会賞、第 18 回吉田五十八賞（以上、海の博物館）、　　　　　　　　
2000 年　村野藤吾賞、IAA 国際トリエンナーレグランプリ、2001 年　毎日芸術賞（以上、牧野富太郎記念館）
2003 年　織部賞、　2008 年　ブルネル賞（日向市駅）、2010 年　公共建築賞特別賞（島根県芸術文化センター）など

【主な著書】
素形の建築、内藤廣対談集１・２（以上、INAX 出版）、建土築木１・２、内藤廣と若者たち（以上、鹿島出版会）、
建築のはじまりに向かって、建築的思考のゆくえ、建築のちから、場のちから、構造デザイン講義、環境デザイン講義、
形態デザイン講義（以上、王国社）、内藤廣の建築　素形から素景へ１・２（以上、TOTO出版）、
内藤廣の頭と手（彰国社）、NA建築家シリーズ 03 内藤廣、検証平成建築史（以上、日経 BP社）など

 【主な非常勤教職歴】　
　早稲田大学専門学校（現・芸術学校）　非常勤講師（1986-88、90-95）　
　東京大学工学部土木工学科、建築学科　非常勤講師（1999-01）
　明治大学理工学部建築学科　特別招聘教授（2006）
　東京理科大学工学研究科建築学専攻　非常勤講師（2008-10）
　東京芸術大学美術学部デザイン科　非常勤講師（2010）

海の博物館（1992）、安曇野ちひろ美術館（1997）、茨城県天心記念五浦美術館（1997）、十日町情報館（1999）、牧野富太郎記念館（1999）、倫理研究所 富士高原研修所（2001）、島根県芸術文化センター（2005）、日向市駅（2008）、

高知駅（2009）、虎屋京都店（2009）、旭川駅（2011）、九州大学椎木講堂（2014）、安曇野市庁舎（2015）、静岡県草薙総合運動場体育館（2015）、富山県美術館（2017）、福井県年縞博物館（2018）、とらや赤坂店（2018）、日向市庁舎（2019）

　主な社会貢献活動、教育活動など

主な建築作品

① 宮崎県日向市富高小学校でのワークショップ風景
② 東京大学工学部社会基盤学科での演習風景
③ Ground Scape 展 （2003) の展覧会風景
④ GS デザイン会議　ワークショップ風景
⑤ コロンビアメデジンベレン図書館
　（東京大学景観研究室での設計）
⑥ 東京大学やGSデザイン会議関連の書籍
　（講義、SSD、キャンパス計画室要綱、まちづくり関連など）
⑦ 東京駅丸の内駅前広場
⑧ 中越地震、東日本大震災復興関連
⑨ 渋谷駅周辺地区まちづくり
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